




































































































1917 5400万      
2000 1億2700万      
2017 1億2600万 1600万 7500万 3500万
2050 9700万 940万 5000万 3800万
2080 6600万 610万 3300万 2700万






















































































































































5　  Carolyn SaidHyatt's gonna keep 'em down on The Farm / Upscale senior living opening next to Stanford（June 
12, 2005）。www.sfgate.com/bayarea/article/Hyatt-s-gonna-keep-em-down-on-The-Farm-Upscale-2628993.php。
6　  松田智⽣・海外に学ぶアクティブシニアのライフスタイル ⽶国の大学連携型コミュニティ～アクティブシニアは過去を
語らず今を語る～、http://www.mri.co.jp/opinion/column/localweb/001362.html
求めるニーズに対応できないとともに、












































































































































































































































































































9　  脱稿後、経営母体がホテル・チェーンのHyatt社からVi社（Vi Corporate）に変わり、名称もVi Living に変更されて
いることを確認した。Vi LivingのHPアドレスはhttps://paloalto.viliving.com/。ノーベル賞受賞者ら数名が、入居の
際、Classic Residenceに支払っていた高額な預託金の管理状況等を問う訴訟を起こしていたことなどが変更の理由とし
てあるかもしれないが正確な経緯は不明である。See, Paula Span、C.C.R.C. Residents Ask, ‘Where’s the Money?、
March 20, 2014. http://newoldage.blogs.nytimes.com/2014/03/20/c-c-r-c-residents-ask-wheres-the-money/?_r=0 　
本文の記述ではClassic ResidenceをVi社に改めることはほとんどしていない。その他、校正段階で必要な最小限の修正
をしているが、原則、筆者が現地見学した2016年９月前後に入手した次の資料に基づいている。Carolyn Said、Hyatt's 
gonna keep 'em down on The Farm / Upscale senior living opening next to Stanford（June 12, 2005. www.sfgate.
com/bayarea/article/Hyatt-s-gonna-keep-em-down-on-The-Farm-Upscale-2628993.php） 、Classic Residence by 






























































































































































































































































































































































OB/OG を 主 な 入 居 者 と し て い る Classic 
Residence の事例が特に参考になるように思
われる。
























































































































活 動 で あ る 第 ３ 世 代 大 学10が あ る。UTA, 























































ハ　 脱 稿 直 前 に な っ て「 退 職 者 大 学
（University of Retirement）」「退職⽣活大学
（University of Retirement Living）」、または
「 大 学 に 基 礎 を 置 く 退 職 者 コ ミ ュ ニ テ ィ



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































や「退職⽣活大学（University of Retirement 
Living）」と呼ばれている（49-50頁）。
ⅶ　多くの⽣涯学習機関とシニア教育プロ
グラムは地域社会からの需要に対応して組織
されたが、形としては大学に所属するものが
多い。大学に基礎を置く退職者コミュニティ
（UBRC）はキャンパス内であったり、大学
の敷地に非常に近い場所に位置しているが、
UBRCの多くは大学にノスタルジーを持つ卒
業⽣や退職教員を入居勧誘の対象としている
（51頁）。
ⅷ　わが国でサービス付き高齢者住宅に対
するニーズがあるかについては地理的環境と
需給動向を分析する必要があるが、小山市に
ある白鴎大学の場合、ニーズは十分に見込む
ことができるのではないか（51-52頁）。
ⅸ　大学連携型 CCRC が開設されてアク
ティブシニアが移住してくることによる自治
体財政への影響については賛否両論あるが、
自治体はこれまでの後追い的な行政スタイル
を予防的なものに改め、アクティブシニアた
らんとする高齢者を支援する方向に施策の重
心を切り替えるべきである（52-54頁）。
ⅹ　移民や難民を受け入れるかどうかの選
択にさいして消極的であることは、グローバ
ルさを加速する現代世界を⽣き抜いていくと
きに必須の、多様性に関する適応能力を失う
ことになると信じる。軽部大著著『関与と越
境——日本企業再⽣の論理』は日本企業だけ
でなく、外国人（移民・難民）に対して門戸
を狭くしている日本人と日本社会の閉塞性に
対する提言として受け止めることができる 
（55-56頁）。
ⅺ　難民や移民の受入れに関し白鴎大学と
しては、政府から委託を受け、日本語教育、
社会⽣活適応指導、就職支援等から成る定住
支援プログラムを実施することが考えられる。 
また、韓国や台湾など東アジアからの留学⽣
受け入れ増加について、戦略特区制度などを
活用して定員の枠外として取り扱ってもらう
ことに取り組むべきである。 そして、留学
⽣に対するチューター役をCCRCに居住する
アクティブシニアに担ってもらうことにより
「外国人との共⽣を推進するための⽣涯学習
の場」を創造することができる（56-57頁）。
以上、11個挙げた事項を集約すると、本稿
のテーマでもある「⽣涯活躍のまち」構想と
人⽣100年時代におけるアクティブシニアの
視点から大学連携型CCRCを考える」と、白
鷗大学は2050年に向け、アクティブシニアの
志向とその思いを受け止め、大学に基礎を置
く退職者コミュニティ（UBRC）の形成に意
を尽くすべきであるということになる。そし
て、このことは卒業⽣や退職教職員を迎え入
れることになりえるし、さらに当面は留学⽣
という形になるかもしれないが、外国人（移
民・難民）に対して漸増的に日本社会の門戸
を開いていくことを選択すべきであるという
ことになろう。
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大学連携型CCRCと2050年白鷗大学の選択肢
―「生涯活躍のまち」構想と人生100年時代におけるアクティブシニアの視点から－
現在の大学は高等教育を担当する建前では
あるが、少子化の中で定員を確保し、入学し
てきた学⽣に単位を認定し、無事に卒業と就
職をさせるというルーティーン作業を遂行す
ることに少なからず制約されている。他方、
アクティブシニアは制約に縛られずに自由に
学び考え、正しい認識を得て、自己の人⽣経
験に照らして心から納得できる世界観、社会
観、そして人⽣観を得たいと考える可能性が
ある。そうした人が集まる場において「教育
と研究」が実践されるならば、それこそ大学
の存在意義がいっそう充足されることになる
と考える。
そして、「大学に基礎を置く退職者コミュ
ニティ（UBRC）」では、科目を担当する教
員は居住者の中から専門性を有する人が担当
できるし、大学から教員を派遣してもらうと
しても必ずしも専任教員に担当してもらう必
要はなく、たとえば定年退職した者の中から
希望する者を非常勤ないし特任の教員として
起用するなどの方法にすれば、高齢者雇用の
機会を創ったことになるし、大学の経済的負
担も少なくて済むので実現可能性が高まると
考えられる。付言するなら、このUBRCコミュ
ニティには、元々大学へのノスタルジックな
気持ちを抱く卒業⽣や退職教職員が少なくな
いので、大学全体として不調和なものが混在
する違和感を⽣じさせることはないと思われ
る。同窓会活動の範囲が質と量の両方で広
まったと受け止めればいいだけである。　　　　　　
以上
